
評価事例 １ 

単 元 名 第５学年 Unit１ Hello, friends. 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらったり，相手のことをよく知ったりするために，名前や好

きなものについて，考えや気持ちなどを伝え合うことができる。 
                               「話すこと［やり取り］イ」 

言 語 活 動 
新しく同じ学級になった友達とお互いのことをよく知るために，名前や好きなものなど

を伝え合う。自分の名前や好きなものなどが書かれた名刺カードを作成し，そのカードを
お互いに見せながら自己紹介のやり取りを行う。 

 

評価の進め方 
 全員で二重の円を作って並び，内側の児童と外側の児童がペアになり自己紹介を行う。やり取りが終わっ
たら，内側の児童が時計回りに横に移動し，新たにペアになった児童とやり取りを行う。教員とＡＬＴは，
やり取りの様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
色やスポーツ，食べ物などを表

す語句や How do you spell your 
name? I’m ～ . I like ～ . What ～ 
do you like?の表現について理解し
ている。 
〈技能〉 
名前や好きなものについて，上

記の語句や表現等を用いて，考え
や気持ちなどを伝え合う技能を身
に付けている。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，名前や好きなものに
ついて，考えや気持ちなどを伝え
合っている。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，名前や好きなものに
ついて，考えや気持ちなどを伝え
合おうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく尋ねたり答え
たりしている。 

Ｂ：おおむね満足できる状況  名前のつづりや好きなものを尋ねたり答えたりしている。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: I’m Hanako. 
S2: How do you spell your name? 
S1: H-A-N-A-K-O. Hanako. 
S2: What sport do you like? 
S1: I like baseball.   
S2: Do you like Rakuten?① 
S1: Yes, I do.  

I like Tanaka Masahiro.② 
 Nice to meet you. 

S2: Nice to meet you, too. 

S1: I’m Hanako.   
S2: How do you spell your name? 
S1: H-A-N-A-K-O. Hanako. 
S2: What sport do you like? 
S1: I like baseball.   

Nice to meet you. 
S2: Nice to meet you, too. 

S1: I’m Hanako. 
S2: … 
T: 名前のつづりを尋ねてみましょう。  

S2: How …? 
T: How do you spell your name? 

S1: H-A-N-A-K-O. Hanako. 
S2: What sport do you like? 
S1: … 
T: 好きなスポーツは何ですか。  

S1: I … 
理由 

S2 は，名前のつづりや好きなス
ポーツを尋ねているだけでなく，
①Do you like Rakuten?と相手の答
えに応じて更に詳しく尋ねている。 

S1 は，名前のつづりや好きなス
ポーツを答えているだけでなく，
①の質問に対し②Yes, I do. I like 
Tanaka Masahiro.と更に詳しく答え
ている。 

S2が野球のことと関連して，Do 
you play baseball? と尋ねたり，S1
が自分のことと関連して，Do you 
like baseball? と尋ねたりすること
も考えられる。 

理由 
 S2 は，名前のつづりや好きなス
ポーツを尋ねている。 
 S1 は，名前のつづりや好きなス
ポーツを答えている。 

理由 
 S2 は，好きなスポーツを尋ねて
いるが，名前のつづりを尋ねてい
ない。そのため，相手のことをよ
く知ることができない。 
 S1 は，S2 の質問に対して，名
前のつづりは答えているが，好き
なスポーツを答えていない。その
ため，自分のことが十分に伝わら
ない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・名刺カードを作成して自己紹介を行うため，児童の名前に出てくる活字体から指導することで，文字の読
み書きに慣れ親しませる。 

 



評価事例 ２ 

単 元 名 第５学年 Unit２ When is your birthday? 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらったり，相手のことをよく知ったりするために，誕生日や

欲しいものについて，考えや気持ちなどを伝え合うことができる。 
「話すこと［やり取り］イ」 

言 語 活 動 
「相手が喜ぶように，欲しいものをバースデーカードに描いて贈ろう」という課題を設

定し，学級の友達とバースデーカードを贈り合う。互いのことをよく知るために，誕生日
や欲しいものなどを尋ね合い，尋ね合ったことを基に，バースデーカードを作成する。 

評価の進め方 
 児童はペアを作り，ペアで誕生日や欲しいものについてのやり取りを行う。教員とＡＬＴは，やり取りの
様子を見ながら分担して評価をする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
月や日付，身の回りのものなど

を表す語句やWhen is your birthday? 
My birthday is ～. What do you want 
for your birthday? I want ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
誕生日や欲しいものについて，

上記の語句や表現等を用いて，考
えや気持ちなどを伝え合う技能を
身に付けている。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，誕生日や欲しいもの
について，考えや気持ちなどを伝
え合っている。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，誕生日や欲しいもの
について，考えや気持ちなどを伝
え合おうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく尋ねたり答え
たりしている。 

Ｂ：おおむね満足できる状況  誕生日や欲しいものを尋ねたり答えたりしている。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: When is your birthday? 
S2: My birthday is May 1st. 
S1: What do you want for your  

birthday? 
S2: I want a pencil case. 
S1: What color do you like?① 
S2: I like red.② 
 

S1: When is your birthday? 
S2: My birthday is May 1st. 
S1: What do you want for your  

birthday? 
S2: I want a pencil case. 
 

S1: When is your birthday? 
S2: My birthday is May 1st. 
S1: … 
T: 欲しいものを尋ねてみましょう。 

S1: What do you …? 
T: What do you want for your  

birthday? 
S2: I want … 

理由 
S1 は，誕生日や欲しいものを尋

ねているだけでなく，①What color 
do you like?と，相手の答えに応じ
て更に詳しく尋ねている。 

S2 は，S1 の質問に対して，誕
生日や欲しいものを答えているだ
けでなく，①の質問に対し，②I like 
red.と答えている。 

S1が相手の答えに応じて，What 
character do you like?と尋ねたり，
S2 が I want a pencil case. I have 
many pencils.と自分のことを更に
詳しく伝えたりすることも考えら
れる。 

理由 
 S1 は，誕生日や欲しいものを尋
ねている。 
 S２は，S1 の質問に対して，誕
生日や欲しいものを答えている。 

理由 
S1 は，誕生日を尋ねているが，

欲しいものを尋ねていない。その
ため，相手のことをよく知ること
ができない。 
 S2 は，S1 の質問に対して，誕
生日は答えているが，欲しいもの
を答えていない。そのため，自分
のことが十分に伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・「相手が喜ぶように，欲しいものをバースデーカードに描いて贈ろう」と課題を設定することで，児童に
目的意識を持たせる。 

・多くの友達とやり取りができるように，バースデーカードを複数枚作成する。 
 



評価事例 ３ 

単 元 名 第５学年 Unit３ What do you want to study? 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，学びたい教科やなりたい職業について，話すこ

とができる。                             「話すこと［発表］ア」 

言 語 活 動 
 もし休校になったらどのように１日の学習を進めるか考え，オリジナルの時間割を作成
する。自分の考えた時間割について知ってもらうために，学びたい教科やなりたい職業な
どをグループの友達に発表する。 

 

 

評価の進め方 
 児童を３～５人のグループに分け，グループ内で自分の考えた時間割について発表する。教員とＡＬＴ
は，発表の様子を見ながら分担して評価をする。 

 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
曜日や教科，職業などを表す語

句や What do you want to study? I 
want to study ～. What do you want 
to be? I want to be ～.の表現につい
て理解している。 
〈技能〉 
学びたい教科やなりたい職業に

ついて，上記の語句や表現等を用
いて，話す技能を身に付けている。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，学びたい教科やなりたい
職業について，話している。                             

自分のことをよく知ってもらう
ために，学びたい教科やなりたい
職業について，話そうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく伝わるように
話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況  オリジナルの時間割や学びたい教科，なりたい職業を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
This is my timetable.  
（自分の時間割を示して） 
Japanese, math, music, P.E., English 
and science. 
（音楽を指差しながら） 
I want to study music. 
I want to be a singer. 
I like music very much.① 
Thank you. 

This is my timetable.  
（自分の時間割を示して） 
Japanese, math, music, P.E., English 
and science. 
（音楽を指差しながら） 
I want to study music. 
I want to be a singer. 
Thank you. 

S: This is my timetable. 
（自分の時間割を示して） 
Japanese, math, music, P.E.,  
English and science. 
（音楽を指差しながら） 
I want to study music. 
… 

T: なりたい職業は何ですか 
S: I want to… 

理由 
オリジナルの時間割や学びたい

教科，なりたい職業を話している
だけでなく，① I like music very 
much.と情報を付け加えて，更に詳
しく伝わるように話している。 
話題と関連して，Do you like 

music? などと聞き手に問い掛け
ることも考えられる。 

理由 
オリジナルの時間割や学びたい

教科，なりたい職業を話している。 
 

理由 
オリジナルの時間割や学びたい

教科は話しているが，なりたい職
業を話していない。そのため，自
分の考えた時間割について十分に
伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

 

指導のポイント 
・オリジナルの時間割を考える際に，イメージマップやＸチャートなどを活用したワークシートを使って，
学びたい教科やなりたい職業などと関連付けて考える場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

 



評価事例 ４ 

単 元 名 第５学年 Unit4 He can bake bread well. 

単 元 の 目 標 
自分や第三者のことをよく知ってもらうために，その人との関係やできることについて，

伝えようとする内容を整理した上で話すことができる。     「話すこと［発表］イ」 

言 語 活 動 
学級の友達と「Who is this?クイズ」を出し合う。紹介したい人のことをよく知っても

らうために，自分との関係やできることなど伝えたいことを整理し，３つのヒントを話し
てクイズを出す。答え合わせで名前を発表する。  

 

評価の進め方 
児童を２つのグループに分ける。グループごとに集まり，１人ずつ前に出て発表する。教員とＡＬＴで担

当するグループを決め，発表の様子を見ながら評価をする。 
 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
 自分との関係や職業，動作など
を表す語句や Who is ～? This is～. 
Can you ～? I/He/She can/can’t ～.
の表現について理解している。 
〈技能〉 
 自分と第三者の関係やできるこ
とについて，上記の語句や表現等
を用いて，話す技能を身に付けて
いる。 

自分や第三者のことをよく知っ
てもらうために，その人との関係
やできることについて，伝えよう
とする内容を整理した上で話して
いる。 

自分や第三者のことをよく知っ
てもらうために，その人との関係
やできることについて，伝えよう
とする内容を整理した上で話そう
としている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を使って，更に詳しく伝わるように
話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 紹介したい人について，３つのヒント（自分との関係やその人ができる
ことなど）を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
She is my friend. 
She is my classmate.① 
She can play badminton well. 
She can cook well. 
She can make cookies.② 
Who is this? 
（他の児童が名前を答える） 
Yes. That’s right! This is Sakura. 

She is my friend. 
She can play badminton well. 
She can cook well. 
Who is this? 
（他の児童が名前を答える） 
Yes. That’s right! This is Sakura. 

S: She is my friend.  
 She can play badminton well. 
 Who is this? 
T: もう１つヒントはありますか。 
S: ... 

理由 
紹介したい人について，３つの

ヒントを話しているだけでなく，
①She is my classmate.と情報を付け
加えたり，②She can make cookies.
と具体的に話したりして，更に詳
しく伝わるように話している。 
紹介したい人のことが伝わるよ

うに，She is tall.や This is an anime 
character.などの表現を用いてクイ
ズを出すことも考えられる。 

理由 
紹介したい人について，自分と

の関係や，その人の特徴が分かる
ようにできることを２つ挙げ，合
わせて３つのヒントを話してい
る。 

理由 
紹介したい人について，２つし

かヒントを話していないため，そ
の人の特徴が十分に伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・「Who is this?クイズ」を出すためには，紹介したい人を学級の友達や先生など，児童が知っている人か
ら選ぶと良い。また，帯活動で「Who is this？クイズ」を取り入れ，児童に発表のイメージを持たせる
ことも考えられる。 

・紹介したい人について，自分との関係やその人ができることなどを，イメージマップやＸチャートなどを
活用したワークシートに書かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

 



評価事例 ５ 

単 元 名 第５学年 Unit５ Where is the post office? 

単 元 の 目 標 
自分たちの夢の町について知ってもらったり，相手の夢の町について知ったりするため

に，施設への行き方を尋ねたり，それに応じて答えたりして伝え合うことができる。                           
「話すこと［やり取り］ア」 

言 語 活 動 

一人一人が欲しい施設を考え，グループで１枚の「夢の町マップ」を作る。互いのグルー
プの夢の町について知るために，１対１でやり取りを行う。欲しい施設は何か，その場所
はどこかを尋ねたり，答えたりする。やり取りをする際は，施設の場所を見て分からない
ようにするため，「夢の町マップ」ではなく，白地図を使って案内する。 

 

評価の進め方 
 児童を４～５人のグループに分け，グループ同士でそれぞれのグループが作った「夢の町マップ」を案内
する。道案内をする際は，違うグループの児童がペアになり，１対１でやり取りを行う。教員とＡＬＴはや
り取りの様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
建物や位置などを表す語句や

Where is ～ ? Go straight for ～ 
block(s). Turn left/right. It’s by/in/ 
on/under/～. You can see it on your 
left/right.の表現について理解して
いる。 
〈技能〉 
夢の町について，上記の語句や

表現等を用いて，施設への行き方
を尋ねたり，それに応じて答えた
りする技能を身に付けている。 

自分たちの夢の町について知っ
てもらったり，相手の夢の町につ
いて知ったりするために，施設へ
の行き方を尋ねたり，それに応じ
て答えたりして伝え合っている。 

自分たちの夢の町について知っ
てもらったり，相手の夢の町につ
いて知ったりするために，施設へ
の行き方を尋ねたり，それに応じ
て答えたりして伝え合おうとして
いる。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，場面に応じたやり取りを
している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
相手の欲しい施設への行き方を尋ね，相手の説明を聞いて理解したり，

自分の欲しい施設への行き方を説明して答えたりしている。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: What do you want for your town?  
S2: I want a library.  
S1: Where is the library? 
S2: Go straight for three blocks.  
     Turn left. You can see it on your  

right. OK?① 
S1: Three blocks and turn left.② 
      Here? 
S2: Yes, that’s right. 
S1: Do you like books?③ 
S2: Yes, I do. I like manga.④ 

S1: What do you want for your town?  
S2: I want a library.  
S1: Where is the library? 
S2: Go straight for three blocks.   

Turn left. You can see it on your  
right. 

S1: Here? 
S2: Yes, that’s right. 
 
 

ア S1: What do you want?  
S2: I want a library.  
S1: Where is the library? 
S2: Go straight for three blocks.   

Turn left. You can see it on 
your right. 

S1: まっすぐ行って，右？左？ 
 

イ S1: What do you want?  
S2: I want a library.  
S1: Where is the library? 
S2: Go straight…and … 

理由 
S1 は，相手の欲しい施設への行

き方を尋ね，相手の説明を聞いて
その場所を理解しているだけでな
く，②Three blocks and turn left.と相
手の言葉を繰り返したり，③Do 
you like books?と尋ねたりして，場
面に応じたやり取りをしている。 

S2 は，自分の欲しい施設への行
き方を答えているだけなく，①
OK?と相手の理解を確かめたり，
④Yes, I do. I like manga.と答えたり
して，場面に応じたやり取りをし
ている。 

理由 
S1 は，相手の欲しい施設への行

き方を尋ね，相手の説明を聞いて
その場所を理解している。 

S2 は，自分の欲しい施設への行
き方を説明して答えている。  

理由 
ア S1 は，相手の説明を聞いても 
行き方が分からないため，相手
の欲しい施設にたどり着けな
い。 

イ S2 は，自分の欲しい施設への
行き方を説明できないため，道
案内することができない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・グループごとに自分たちが欲しい施設を並べた「夢の町マップ」を作成することで，学級の児童の間にイ
ンフォーメーション・ギャップ（情報の差）を作り，道案内することへの意欲を高める。 

 



評価事例 ６ 

単 元 名 第５学年 Unit６ What would you like? 

単 元 の 目 標 
自分の考えをよく知ってもらったり，相手の考えをよく知ったりするために，丁寧に料

理を注文したり，注文に応じたりして伝え合うことができる。 
「話すこと［やり取り］ア」 

言 語 活 動 

フードコートで，ＡＬＴから 1000 円以内でおすすめのランチを注文してほしいと頼ま
れるという状況を設定する。ＡＬＴのために選んだメニューを店員役の児童と伝え合うた
めに，丁寧に料理を注文したり，注文に応じたりする。料理のカードはワークシートに貼
り，ランチセットにしてＡＬＴに渡す。 

 

評価の進め方 
 児童を８つのグループに分け，お店を４カ所作っておく。グループごとに，店員役とお客さん役を担当し，
注文したり，注文に応じたりするやり取りを行う。やり取りを行う際は１対１で対話させる。例えば，グル
ープ全員が店員役を終えたらお客さん役を行うというように，役割を交代する。教員とＡＬＴは，やり取り
の様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
食べ物や飲み物，値段などを表

す語句や What would you like? I’d 
like ～. How much is it? It’s ～ yen.
の表現について理解している。 
〈技能〉 
自分や相手の欲しい料理につい

て，上記の語句や表現等を用いて，
料理を注文したり，それに応じた
りする技能を身に付けている。 

自分の考えをよく知ってもらっ
たり，相手の考えをよく知ったり
するために，丁寧に料理を注文し
たり，注文に応じたりして伝え合
っている。 

自分の考えをよく知ってもらっ
たり，相手の考えをよく知ったり
するために，丁寧に料理を注文し
たり，注文に応じたりして伝え合
おうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，場面に応じたやり取りを
している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 欲しい料理について，丁寧に注文したり，それに応じたりしている。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: What would you like? 
S2: I’d like a sandwich and coffee. 
S1: A sandwich and coffee?① 
S2: Yes. I’d like hot coffee.②  
S1: (絵カードを渡して)Here you are. 
S2: How much is it? 
S1: A sandwich is 180 yen. Coffee is  

150 yen.③ 330 yen, please.  
S2: OK.  

S1: What would you like? 
S2: I’d like a sandwich and coffee. 
S1: (絵カードを渡して)Here you are. 
S2: How much is it? 
S1: 330 yen, please. 
S2: OK.  
 

S1: What would you like? 
S2: Sandwich. Coffee. 

How much is it? 
S1: … 
T: 値段はいくらですか。 

S1: …  
T: 330 yen, please. 

S2: OK.  

理由 
S1 は，丁寧にやり取りをしてい

るだけでなく，①A sandwich and 
hot coffee?と注文を繰り返したり，
③A sandwich is 180 yen. Coffee is 
150 yen.とそれぞれの金額を伝え
たりして，場面に応じたやり取り
をしている。 

S2 は，丁寧に欲しい料理を注文
しているだけでなく，②I’d like hot 
coffee.と欲しいものを具体的に伝
えて，場面に応じたやり取りをし
ている。 

理由 
 S1 は，丁寧に欲しい料理を尋
ね，注文に応じて絵カードを渡し
たり，合計金額を答えたりしてい
る。 
 S2 は，丁寧に欲しい料理を伝え
たり，値段を尋ねたりして注文し
ている。 
 ピクチャーディクショナリーな
どを使用し，メニュー表を見なが
ら合計金額を答えるが，合計金額
を答える際は，電卓などを使用し
てよい。 

理由 
 S1 は，丁寧に欲しい料理を尋ね
ているが，値段を答えていないの
で，注文に応じることができてい
ない。 
 S2 は，語句だけで会話している
ので，丁寧に注文しているとは言
えない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・ＡＬＴの好きな食べ物や嫌いな食べ物などについてインタビューする時間を設ける。 
・教室をフードコートのようにするなど場の設定を工夫することで，児童の意欲を高める。 

 



評価事例 ７ 
単 元 名 第５学年 Unit７ Welcome to Japan. 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらったり，相手のことをよく知ったりするために，好きな季

節とその理由について，その場で質問したり質問に答えたりして，伝え合うことができる。 
「話すこと［やり取り］ウ」 

言 語 活 動 

外国の人に日本のおすすめの季節を紹介するポスターをグループごとに作る。互いの好
きな季節を知るために，好きな季節やその季節が好きな理由などについて，絵カードを作
成し，その絵カードを見せながら質問したり，質問に答えたりする。やり取りを基に，ど
のように絵カードを配置するか相談し，模造紙に貼ってポスターにする。 

 

評価の進め方 
 児童を４つのグループに分け，グループ内で対面に座った児童同士でやり取りを行う。やり取りが終わっ
たら，時計回りに席を 1 つ移動し，新たに対面で座った児童同士でやり取りを行う。教員とＡＬＴは，やり
取りの様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〈知識〉 
 季節や日本の遊び，年中行事な
どを表す語句や Why do you like 
～? We have ～ . What do you do  
～? I usually ～. You can ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
 好きな季節とその理由につい
て，上記の語句や表現等を用いて，
その場で質問したり質問に答えた
りして，伝え合う技能を身に付け
ている。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，好きな季節とその理
由について，その場で質問したり
質問に答えたりして，伝え合って
いる。 

自分のことをよく知ってもらっ
たり，相手のことをよく知ったり
するために，好きな季節とその理
由について，その場で質問したり
質問に答えたりして，伝え合おう
としている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を使い，対話を続けるために，更に
詳しく質問したり，質問に答えたりしている。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 好きな季節について，相手の答えを聞き取り，その季節が好きな理由や
その季節に行うことをその場で質問したり，質問に答えたりしている。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: I like spring. 
S2: Why do you like spring? 
S1: We have hanami in spring. 
S2: What do you do on hanami? 
S1: I see cherry blossoms and I eat  

hanami-bento. 
S2: Do you like cherry blossoms?① 
S1: Yes, I do. I like spring, too.② 

S1: I like spring. 
S2: Why do you like spring? 
S1: We have hanami in spring. 
S2: What do you do on hanami? 
S1: I see cherry blossoms and I eat  

hanami-bento. 

S1: I like spring. 
S2: … 
 T: 好きな理由を尋ねてみましょう。 
S2: …? 
T: Why do you like spring? 

S1: We have hanami in spring. 
S2: What do you do on hanami? 
S1: … 

理由 
S2 は，S1 の好きな季節を聞き

取り，その季節が好きな理由やそ
の季節に行うことだけでなく，①
Do you like cherry blossoms?と相手
の答えに応じて，更に詳しく質問
している。 

S1 は，S2 の質問に応じて，そ
の季節を好きな理由やその季節に
行うことを答えているだけでな
く，①の質問に対し，②Yes, I do. I 
like spring, too.と更に詳しく答えて
いる。 

理由 
 S2 は，S1 の好きな季節を聞き
取り，その季節が好きな理由やそ
の季節に行うことを質問してい
る。 
 S1 は，S2 の質問に応じて，そ
の季節を好きな理由やその季節に
行うことを答えている。 

理由 
 S2 は，S1 の質問を聞き取って，
その季節が好きな理由を質問して
いないため，相手のことをよく知
ることができない。 
 S1 は，S2 の質問に応じて，そ
の季節に行うことを答えていない
ため，自分のことが十分に伝わら
ない。 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・好きな季節やその季節に行うことなどをイメージマップやＸチャートなどを活用したワークシートに書
かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

・タブレット端末や学校図書館等を活用し，季節ごとの行事について，調べ学習をする時間を設ける。 
 



評価事例 ８ 

単 元 名 第５学年 Unit８ Who is your hero? 

単 元 の 目 標 
自分の気持ちを知ってもらうために，自分のあこがれの人について，伝えようとする内

容を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを含めて話すことができる。 
「話すこと［発表］ウ」 

言 語 活 動 
学級の友達に，自分のあこがれの人を発表する。自分がその人にあこがれている気持ち

を知ってもらうために，あこがれの人について，得意なことや普段の様子など伝えたいこ
とを整理して話す。 

 

評価の進め方 
 発表の時間を２時間設け，学級全員の前で１人ずつ発表させる。教員とＡＬＴは，発表の様子を見ながら
評価をする。 

 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
性格や頻度，動作などを表す語

句や Who is your hero? My hero is 
～. Why is ～ your hero? He/She is 
good at ～.の表現について理解し
ている。 
〈技能〉 
自分のあこがれの人について，

上記の語句や表現等を用いて，自
分の考えや気持ちなどを含めて話
す技能を身に付けている。 

自分の気持ちを知ってもらうた
めに，自分のあこがれの人につい
て，伝えようとする内容を整理し
た上で，自分の考えや気持ちなど
を含めて話している。 

自分の気持ちを知ってもらうた
めに，自分のあこがれの人につい
て，伝えようとする内容を整理し
た上で，自分の考えや気持ちなど
を含めて話そうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，自分の考えや気持ちが更
に詳しく伝わるように話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 自分のあこがれの人について，その人の立場（職業や自分との関係）や
得意なこと，普段の様子を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
My hero is our teacher. 
He is good at playing sports. 
He can play baseball and soccer.① 
He is strong. 
I want to play baseball well, too.② 
 

My hero is our teacher. 
He is good at playing sports. 
He is strong. 

S: My hero is our teacher. 
He is good at playing sports. 

T: 普段はどんな様子ですか。 
S: ... 

理由 
自分のあこがれの人について，

その人の立場や特徴，得意なこと
を話しているだけではなく，①He 
can play baseball and soccer.と具体
的に話したり，② I want to play 
baseball well, too.と自分の気持ちを
付け加えたりして，更に詳しく伝
わるように話している。 

理由 
 自分のあこがれの人について，
自分との関係や得意なこと，普段
の様子を話している。 

理由 
 自分のあこがれの人について，
自分との関係や得意なことは話し
ているが，普段の様子を話してい
ない。そのため，あこがれている
気持ちが十分に伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

 

指導のポイント 
・児童があこがれそうな人や，教員があこがれている人を何人か例に挙げて示し，児童に発表のイメージを
持たせる。 

・あこがれの人について，その人の得意なことや普段の様子などを，イメージマップやＸチャートなどを活
用したワークシートに書かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

 


